
第 2 章研究設備の~a備状況および運用実績

工 Aトnetの地震計ネットワークの田信実績

1. Ai-netで観測された地震

倉橋奨

表 lには、 Ai-net(高精度強震計観測網、以後 AIN とする)で観測された 2009 年 4 月~2010年 4月まで

の地震の緒元を示す。表 2には、表 1で示した地震に対して、 AIN(高精度強震計観測網)、 AIE(低価格地震

計観測帝国)、 AIR(リアルタイム高精度地震計観測網)、 AID(センター建屋観測点)の各観測網で観測された地

点数を示す。多くの地点で観測が得られた地震は、 No3、No4およびNo6の地震であった。その他の地震では、

震源に近い数地点のみの観測である。多くの地点で観測されるためには、観測網が張られている愛知県内で M4

程度以上の地震か、愛知県近郊で M5以上の地震が必要である。また、 2009年8月 11日に発生した、駿河湾

の地震の観測記録も得られている。前年度における、本センターの観測網で観測された地震数は 11個であったが、

本年度は 6個であった。

表 1 AIN で観測が得られた地震 (2008 年 1 月 ~2009 年 4 月)

オリジンタイム 緯度 経度 深さ Mj 発生地域

NO.1 2009/6/11 7:53 35圃3 137.5 10 3.5 岐車県美濃東部

NO.2 2009/7 /14 3:57 35.3 137.3 50 3.4 岐皐県美濃東部

No開3 2009/7 /27 9:44 35.1 137.3 40 4愛知県西部

No.4 2009/8/11 5:07 34.8 138.5 20 6.6 駿河湾

NO.5 2009/8/11 6:27 34.9 138.5 20 4.1 駿河湾

NO.6 2010/1/10 1 :44 34.6 137.6 30 4.4 遠州!灘

表 2 各観測網における観測記録
AIN AIR A1R A1D 

NO.1 3 5 4 7 

NO.2 5 4 4 7 

NO.3 19 3 7 

No.4 22 4 33 。
NO.5 4 。 。
NO.6 16 5 19 。

136' 137' 138' 139' 

図 l 観測された地震の震央分布
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2. 比較的多くの地点で観測古れた地震についての分析

図2には、愛知県で発生した NO.3の地震と最大震度6弱が観測された駿河湾の地震 (No.4)との AIN、AIE、

AIRの震度分布を示す。

NO.3 の地震では震源の近くで震度 1~震度 2 程度が観測されたことがわかる。一方で、 No.4の地震では、震

源が駿河湾で、比較的遠かったが、地震規模が大きいかったため、震度 2~震度 4 が観測された。ここで、 NO.4

の地震では、比較的観測点同士が近い地点でも震度に違いがみられる(図 2右図のOで示した範囲)。図 3には、

No.4で示した AIN007地点と AIN009地点の加速度、速度記録を示す。これらの地点における震源距離はほぼ

同じであるが、最大加速度は 2倍程度、最大速度では1.5倍程度の差がみられる。これらは、地震計が設置さ

れている地盤の影響によるものと考えられる。地震記録の蓄積により、各地点における局所的な影響を推定でき

るため、今後も地震記録の蓄積を進めていく。

137・30'

図2 NO.3 (200917/27/ 9:44の地震)(左図)と No.4(2009/8/11/5:07の地震)(右図)の震度分布。

(マは AIN、0はAIE、ムは AIRの地点を、赤丸は震源を示す。)
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図3 No4の地震による AIN007(左図)と AIN009地点(右図)の加速度記録と速度記録
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2.企業防災システム (AトSYSTEM)企業防災端束の配備状況およひ活用実績

禽橋奨

1 .企業防災システム (Ai-SYSTEM)企業防災端末

緊急地震速報は、観測記録(解析に用いる記録)が増えるに伴い、震源情報(発生位置、発生時間、地震規模)

の精度が高くなり、すなわち予想震度の精度が高くなっていく。こうした仕組みを活用し、多少精度が低くても

よりはやく知らせたい従業員の一次退避用の緊急放送は初報を利用、一方で機器制御の場合には設備の停止時間

から逆算されるぎりぎりの時間もしくは報数まで制御信号の伝達を待つといった利用方法をとることが可能であ

る。 Ai-SYSTEMでは、予想震度情、主要動到達猶予時間、緊急地震速報の報数、キャンセル報による制御など

の情報在、複合的な条件としてトリガーをかける制御が可能であり、個別性の高い現場のニーズに応じた多様な

制御方法を行えるプログラムとなっている。

また、実際に緊急地震速報を導入した後に問題となるのが、訓練に関わる情報の利用である。緊急地震速報を

利用した避難訓練の際に、システムと連動した訓練を行うことが重要であるが、利用者側でこうした訓練を行え

るように、利用者側が、任意の仮想地震を設定し、実際の外部機器への信号伝達などの制御を行うシミュレーシ

ョン機能を搭載している。どのような地震で、どの程度の震度が予想されるのかを、企業の防災担当者が白らの

手でシミュレーションを行い、検証することが可能であり、シミュレーション機能によって、企業が白ら任意の

仮想地震情報によって実際のシステムの動作やトリガー制御に至るまでの訓練を実施することが可能である(図

図1 Ai-SYSTEMによる緊急地震速報のシミュレーション機能
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2 企業防災システム (AトSYSTEM)企業防災端末の活用実績

2010年 6月現在企業防災システム (Ai-SYSTEM)を導入・利用しているのは お法人 50地点 (2010年 6

月現在)である。導入法人の業種構成は、製造業 16社、建設業 l社、運輸業 l社、医療 l、大学等 3、NP01

である。また導入事業所の立地点は、愛知県内 37地点岐阜県内 l地点静岡県内 11地点京都府 l地点である。

企業防災システム (Ai-SYSTEM)のメインメニューである地震情報配信システムは、気象業務支援センターか

らの緊急地震速報の配信@事業所内に設置した小型地震計の情報表示、 Ai-SYSTEM加入事業所相互間・愛知工

業大学が設置したリアルタイム地震計情報などの実測地震情報の共有が可能である。現在は、 3種類の地震情報

配信システム (Ai-One単一型システム、 Ai-M10多拠点型システム、 Ai-G30グループ型システム)で配信を行

っており、 LAN接続による地震情報表示装置 (7¥トライト FTE-D04) との連携、単一の受信端末で複数箇所の

予測震度@猶予時間の計算。表示が行える。これによって、複数の事業所そ抱える企業、もしくは、単一企業だ

けでなく複数の企業から構成されるサフ。ライチェーン全体で、単一の受信端末を利用し、低コストでありながら、

高精度の地震情報の利用が可能である。

これらの外部出力信号を活用し、大きな揺れが予測される場合に事業所構内に緊急自動放送を行うことを目的

とした、放送設備への接続による活用が 19法人で行われている。また、それ以外にも生産設備への機器接続が

3法人で行われており、設定された予測震度で危険物を取り扱う設備@機器による騒音の激しい箇所やエレベー

タ機器などの制御を行ったりするといった活用が行われている。

生産設備の制御以外にも、パソコン画面に緊急地震速報を表示させる表示プログラムの導入が進められた。事

務室や研究室などパソコンを主として作業する仕事では、地震情報表示装置(パトライト FTE-D04)がパーテ

ィションや柱によって視界が遮られてしまうこと、パソコンの作業中の画面に表示がでるため、瞬時に緊急地震

速報を入手することが可能なため、有効性が高いと考えている。個々のパソコンへの表示プログラムの導入は、

インストーラによるものを考えており、今後開発を進めていく予定である。
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3.緊急地震速報配信サーバ機能改修

落合鋭充

昨年度までに気象業務支援センターから l系及び2系で配信される緊急地震速報をそれぞれリアルタイムサ

ーバ l、リアルタイムサーバ 2で受け、各クライアントに緊急地震速報を配信してきたが、クライアント数の増

加、及び新たな情報配信方法を検討する上で任意の数のリアルタイムサーバを構築で、きるよう、緊急地震速報を

分岐するアプリケーション (nowcast分岐AP)を開発した。 nowcast分岐APの詳細を以下に示す。

また、気象庁訓練報実施に伴ない、緊急地震速報訓練報をリアルタイムサーバ側で排除するよう、機能改修

を実施した。

緊急地震速報国信サーバ多重化開発

昨年度まで使用していたリアルタイムサーバ 1系、リアルタイムサーバ 2系に加え、新たにリアルタイムパ

ックアッフ。サーバそ構築し、そちらにも緊急地震速報を分蚊するよう、 nowcast分岐APを開発した(図 1参照)。

nowcast分岐APの機能詳細を以下に示す。

l緊急地震速報受信機能

気象業務支援センターと直接やり取りし、緊急地震速報を受信する機能

2緊急地震速報配信機能

指定されたリアルタイムサーバに対し、緊急地震速報を配信する機能。リアルタイムサーバ側か

らはあたかも気象業務支援センターとやり取りしている様、機能を構築。

また、次年度以降で各クライアントに対し、新たな情報を配信できるよう新リアルタイムサーバ(新APサーノめ

を構築予定(図2参照)。新APサーバの機能詳細を以下に示す。

l緊急地震速報受信機能

nowcast分岐APと直接やり取りする機能。気象業務支援センターと直接やり取りする場合にも、

同様に稼働するよう実施。緊急地震速報の受信についてはサーバ型、クライアント型共に実装予定。

2緊急地震速報配信機能

各クライアントに対し、緊急地震速報を配信する機能。サーバ型、クライアント型共に実装予定。

また、配信する緊急地震速報のパケットデザインは別途、検討。
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4固緊急地震速報システム Serial接続版接点 BOX制翻ブ口グラム開発及びシステム更新作業

落合鋭充

平成 20年度に新たな緊急地震速報システム(新システム)の構築を概ね完了したが、新システムではパトラ

イト製簡易速報表示端末 (FTE-D04)への情報配信はサポートしてきた。

旧システムでは FTE-D04ではなく Serial接続の接点 BOXが設置されているため、新システム側でも Serial接

続の接点 BOXとの連携を実施する必要がある。

また、保守面から考慮しでも本年度には旧システムを全て新システムへの更新を実施した。

Seriai接続版接点 BOX制御プログラム開発概要

Serial接続版接点 BOX制御フログラム(本PGと呼ぶ)の機能仕様を以下に示す0

1 機能方針(図 1参照)

(1) 新システムとは別のアフリケーションとして稼動し、新システムと TCP/IP接続で通信を行なう。

(2) 新システムからの通信仕様は FTE-D04と同じものとし、新システム側からは FTE-D04，Serial接続

版パトライトとの区別はっけない

(3) FTE-D04とSerial接続版パトライトは表示部分以外は同等の機能を有する

(4) ユーザインターフェースは持たず、全て Propertyファイルでの設定を実施する。

s母討議i接

2.機能仕様

本PGの機能仕様を以下に示す。

(1) TCPサーバの起動

?量点BOX鞘翻ブ臨ゲうム

イメージ

散i差霊長構

Seri誠

一一一秒TCF'IIP(濁ーフオ『マット〕

図 1

本PGは、FTE-D04と同様にTCPサーバとして起動し、受動的に新システムからの接続を待機する。

(2) メッセージ受信ー送信
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本 PGで受信するメッセージ内容は緊急地震速報、緊急地震速報キャンセル報、ハートビート、

クリアコマンドの 4つ。これらを受信した際には新システムへiACKJメッセージを返信する。また、

上記以外を受信した場合には新システムへ INAKJを返信する

(3) 接点 BOX制御

接点 BOXには 8つの外部接点出力があるが 1 ~ 5 までは回転灯への接点で使用し、 6~8 まで

はユーザ用に解放する。

• 1 ~8 の接点出力はそれぞれ有効予想震度範囲を持ち、新システムから得られる緊急地震速報予想

震度がその範囲内に来た場合に制御を開始する。

.1~3 については有効時間内(猶予時間+5秒(任意に設定可能))中、 l 秒に一回接点出力を実施する0

・ 4~5 については有効時間内(猶予時間+5 秒(任意に設定可能))中、接点出力を実施する。

. 6~8 については緊急地震速報受信時に lsec C任意に設定可能)のみ接点出力老実施する。 Cusec

を設定した場合には猶予時間中接点を出力し続ける)

・クリアコマンド受信時には全ての接点出力を強制的に停止する。

・キャンセル報受信時には全ての接点出力を強制的に停止し、必要に応じて 6~8 のいずれかの接点

そ lsec出力(任意に設定可能)する。

。それぞれの設定情報はユーザ開放しない

3.設定項目一覧

本 PGにおける設定項目を以下に示す。
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#震度Oー>0

#震度 1-> 1 

#震度2ー>2

#震度3-> 3 

#震度4-> 4 

#震度5弱ー>5

#震度5強ー>6

#震度6弱ぅ 7

#震度6強 >8

#震度7以上ー>9

#地震レベル弱

jp.co.fal.patlite.equake.small=O，l 

#地震レベル中

jp.co.fal.patlite.equake目middle=2，3，4

#地震レベル強

jp.co.fal. patlite.equake.big=5 ，6， 7 

井地震レベル激

jp.co.fal.patlite.equake.strong=8，9 

#白出te接点毎の設定

# Patlite Red 

#接点出力をするかどうかのフラグ¥このフラグがfalseの場合には以下の設定全てを無視する

jp.co.fal.patlite.red.flag=true 

# Cancel報受信時に接点出力をするかどうかのフラグ(使用しない)

jp.co.fal.patlite.red.cancel.flag=false 

#震度レベル弱受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite回red.small.flag=false

#震度レベル中受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.red.middle.flag=false 

#震度レベル強受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.red.big.flag=true 

#震度レベル激受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.red.strong.flag=true 

#接点出力する時間 (0の場合は猶予時間内中出力)

jp.co.fal. patlite.red.relayTime=O 

#接点Hi力を継続する時間

jp.co.fal.patlite.red.continuityTime=5 

# PatHte Yellow 
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#接点出力をするかどうかのフラグ、このフラグがfalseの場合には以下の設定全てそ無視する

jp.co.fal.patlite目yellow.flag=true

# Cancel報受信時に接点出力をするかどうかのフラグ(使用しない)

jp.co.fal.patlite.yellow目cancel.flag=false

#震度レベル弱受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.yellow.small.flag=false 

#震度レベル中受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.yellow.middle.flag=true 

#震度レベル強受信時に接点出力をするかどうかのフラ

jp.co.fal.patlite.yellow.big.flag=false 

#震度レベル激受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.yellow.strong.flag=false 

#接点出力する時間 (0の場合は猶予時間内中出力)

jp.co.fal.patlite.yellow.relayTime=O 

#接点出力そ継続する時間

jp.co.fal.patlite.yellow.continuityTime=5 

# PatHte Green 

#接点出力をするかどうかのフラグ¥このフラグが falseの場合には以下の設定全てを無視する

jp.co.fal.patlite.green.flag=true 

# Cancel報受信時に接点出力をするかどうかのフラグ(使用しない)

jp. cO.fal. patlite. green. cancel.flag=false 

#震度レベル弱受信時に接点出力をするかどうかのフラグ、

jp.co.fal.patlite.green.small.flag=true 

#震度レベル中受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp目co.fal.patl抗e.green.middle.flag=false

#震度レベル強受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite町green.big.flag=false

#震度レベル激受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp目co.fal.patlite.green.strong.flag=false

#接点出力する時間 (0の場合は猶予時間内中出力)
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jp.co.fal.patlite.green.continuityTime=5 

# Patlite bzzer 1 

#接点出力をするかどうかのフラグ、このフラグが falseの場合には以下の設定全てを無損する

jp.co.fal.patlite.buzzer 1.flag=false 

# Cancel報受信時に接点出力そするかどうかのフラグ(使用しない)

jp.co.fal. patlite.buzzer 1.cancel.flag=false 

20 



#震度レベル弱受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite目buzzer1.small.flag=false 

#震度レベル中受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite. buzzer 1.middle.flag=true 

#震度レベル強受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite目buzzer1.big.flag=false 

#震度レベル激受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.buzzer 1.strong且ag=false

#接点出力する時間 (0の場合は猶予時間内中出力)
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 jp.co.fal.patlite.buzzer 1.continuityTime=5 

# Patlite bzzer2 

#接点出力そするかどうかのフラグ¥このフラグが falseの場合には以下の設定全てを無視する

jp.co.fal.patlite.buzzer2.flag=false 

# Cancel報受信時に接点、出力在するかどうかのフラグ(使用しない)

jp. co .fal. patlite. buzzer2. cancel.flag= false 

#震度レベル弱受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.buzzer2.small.flag=false 

#震度レベル中受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.buzzer2.middle.flag=false 

#震度レベル強受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.buzzer2目big.flag=true

#震度レベル激受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.buzzer2.strong.flag=true 

#接点出力する時間 (0の場合は猶予時間内中出力)

jp.co.fal.patlite.buzzer2.relayTime=O 

#接点出力を継続する時間

jp.co.fal.patlite.buzzer2.continuityTime=5 

#f_主主lit豆UserGroup Flag 

#外部接点在グループ化するかどうかのフラグ

jp目co.fal.patlite.user.group.flag=false

# Patlite user 1 

#接点出力をするかどうかのフラグ、このフラグが falseの場合には以下の設定全てを無視する

jp.co.fal.patlite.user 1.flag=true 

# Cancel報受信時てに接点出力をするかどうかのフラグ

#このフラグが trueの場合、震度レベルのフラグは無視する

jp.co.fal.patlite.user 1.cancel.flag=false 
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#震度レベル弱受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user 1.small.flag=false 

#震度レベル中受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user 1.middle.flag=false 

#震度レベル強受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user 1.big目flag=true

#震度レベル激受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user 1.strong.flag=true 

#接点出力する時間 (0の場合は猶予時間内中出力)

jp.co.fal.patlite.user 1.relayTime=0 

#接点出力を継続する時間

jp.co.fal.patlite.user 1.continuityTime=5 

#接点出力の有無を判断するかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user 1. beforeControlFlag=true 

# Patlite user2 

#接点出力をするかどうかのフラグ¥このフラグが falseの場合には以下の設定全てそ無視する

jp.co.fal.patlite.user2.flag=true 

# Cancel報受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

#このフラグがtrueの場合、震度レベルのフラグは無視する

jp.co.fal.patlite.user2.cancel.flag=false 

#震度レベル弱受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite目user2目small.flag=false

#震度レベル中受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user2.middle.flag=false 

#震度レベル強受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user2.big.flag=true 

#震度レベル激受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user2.strong.flag=true 

#接点出力する時間 (0の場合は猶予時間内中出力)

jp.co.fal.patlite.user2.relayTime=0 

#接点出力を継続する時間

jp.co.fal.patlite.user2.continuityTime=5 

#接点出力の有無を判断、するかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user2.beforeControlFlag=true 

# Patlite user3 

#接点出力をするかどうかのフラグ、このフラグが falseの場合には以下の設定全てを無視する

jp.co.fal.patlite.user3.flag=true 

# Cancel報受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

#このフラグが trueの場合、震度レベルのフラグは無視する
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jp.co.fal.patlite.user3.cancel.flag=true 

#震度レベル弱受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user3.small.flag=false 

#震度レベル中受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user3.middle且agニfalse

#震度レベル強受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user3.big.flag=true 

#震度レベル激受信時に接点出力をするかどうかのフラグ

jp.co.fal.pat1ite.user3.strong.flag=true 

#接点出力する時間 (0の場合は猶予時間内中出力)

jp.co.fal.pat1ite.user3.relayTime=0 

#接点出力を継続する時間

jp.co.fal.patlite.user3.continuityTime=5 

#接点出力の有無そ判断するかどうかのフラグ

jp.co.fal.patlite.user3.beforeControlFlag=true 

#I'.泣註豆 C呂ncelLamp Flag 

# Cancel報受信時に赤 e 緑のランプを 5秒間点灯するかどうかのフラグ

jp.co.fal.patl社e.cancel.lamp.flag=true

4.ディレクトリ構成

本 PGにおけるディレクトリ構成を以下に示す。

ファイノレ名、パス 説明
$HOME/workspace/SerialPatliteControl ($SERIAL_HOME) メインプ、イレクトリ
$SERIAL_HOME/lib/ プログ、フム格納プ、イレクトリ
$SERIAL_HOME/lib/SerialPatlit巴Control.jar 本プログフム
$SERIAl，_HOME/ProgramLog/ プログ、フムログ格納プ、イレクトリ
$SERIAL HOME/patlite.properti巴S 設定ファイル

j血盟E/bin/startSerial.sh プログフム Daemon起動用シェノレ

5.実行環境

本 PGの実行環境を以下に示す。

対応os い Turbolinux 10.FUJI 
推奨メモリ 1.512MB以上

日DD I“ 1. OGB以上Fのノ'\~ドディスク空き容量
CPU I附 Pentium N 1 GH z相当以上

必要なソフト ト Java 
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新システム蔓新作業

昨年度、実装した新プログラムについて、旧プログラム稼働端末(計O箇所)の更新を実施した。全ての箇

所で新プログラムを導入することで、プログラムの保守管理の一元化、気象庁訓練報のフィルタリング等を容易

に反映させることが可能となった(図2)。

図2

プログ、ラム更新作業スケジ、ュールを以下lこ示すO
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5.短期導入型緊急地震速報システム提案

落合鋭充

昨年度までクライアントに対し提供してきたシステムに加え、新たに短期導入型システムのサービスを実施

するに当たり、気象庁への申請を実施した。

昨年度までのサービスを以下に示す。

〉 単一拠点型緊急地震速報システム (Ai-One)

〉 多地点解析型緊急地震速報システム (Ai-MI0)

》 グ、ルーフ。型緊急地震速報システム (Ai-G30)

〉 ファイル送信型緊急地震速報システム

本年度、申請を実施したサービスを以下に示す。

》 短期導入型緊急地震速報システム

短期導入型緊急地震速報システム概要

短期導入型緊急地震速報システム(短期導入型)は建設・土木現場など一時的に緊急地震速報が必要な拠点

に対し、早期に緊急地震速報そ導入できるサービスを目指す(図 1参照)。

基本的な短期導入型の機能概要そ以下に示す。

1.緊急地震速報解析端末

緊急地震速報解析端末は電算システムに設置し、仮想サーバ上(所有は配信業者)で稼働する。クライアント

情報(緯度・経度、増幅率)を設定することで、予想震度、猶予時闘を解析し、クライアント側 (FTιD04)に

送信する。

解析端末を配信業者所有とすることで、クライアント側の導入費用及び導入準備の軽減を目指す。

2.緊急地震速報表示端末

解析端末での解析結果を受信し、表示及び接点出力を実施する。尚、クライアント側では FTE-D04(所有は

クライアント)が必要となる。また、緊急地震速報用のインターネット回線もクライアント側で準備する。

米4

(独自観測点の地震計(AIR))

短期導入饗システム

言霊纂システム第二lDC

設乞今 (1才)気象主務室l杭zンターの繁軍制篠宮線配信

試'2りアル5，"ム情報を付加

段3 ヨE詞悦慢の良子板(免存続轄擦1tFTE~;:i-lí:!詫〉

淡4今{を予定

各拠点{利用語道

放送等へ

3長5 蹴指でぎぎる長~~，鍬1;<ゴdJ-註3壁内主しv 総定て考ろ艦大i問点数(;t30関前誌でとす弔

段6躍街扇サ_，吋1宙空サパ在用車守る

図 1
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